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日時：7月28日　場所：鰍沢北区地区公民館　参加者：17人

要望　町営住宅は収入による家賃が法律で定め
られ通知されるが、一方的で住民側に立ってい
ない。もう少し丁寧な説明をしてほしい。
要望　鰍沢中学校を統合しないでほしい。
質問　ディリーの交差点へ信号機設置を。
答え　いつ設置とはいえないが、関係機関にお
願いした。

要望　県道青柳平林線脇の草木の伐採を、計画
的に年2～3回お願いしたい。
要望　みさき耕舎の運営が厳しく来年度以降問
題がある。改善策を検討しているが良い策がな
い。町も一緒になって検討してほしい。
要望　耕作放棄地を地元住民で耕作している。
支援策を検討してほしい。

日時：7月30日　場所：平林地区公民館　参加者：15人

要望　リニア建設で騒音や磁界の問題について
不安の声が多い。はっきりとした回答をいただ
けるように要望してほしい。
質問　介護保険料が、一番安い北杜市に比べて、
ずいぶん高いのはなぜか。
答え　北杜市は介護予防をしっかりしている。
健康増進に力を入れるよう、対策を議会でも考
えていく。

日時：8月17日　場所：天神中條地区公民館　参加者：10人

要望　シビックコアの図書館合築は、造るだけ
ではただの箱モノになってしまう。物販や喫茶
店・飲食店など、民間活力を活用できるような
工夫をしてほしい。
要望　人口減少が問題になっている。企業など
にも働きかけ、婚活などのアイディアを考えて
ほしい。

日時：7月31日　場所：鰍沢中区地区公民館　参加者：13人



6月18日から8月17日の間、12地区で地区懇談会を開催しました。前号に引き続きの掲載です。
区民の皆さんから貴重なご意見をいただき、今後議会活動に生かしていきます。

日時：7月21日　場所：長澤地区公民館　参加者：12人

質問　個人の土地の雑草管理について、条例で
規制を厳しくしてほしい。
答え　雑草除去の条例はある。空き家対策も含
め議会でも検討する。
要望　はみ出た木で標識が見えなかったりする
ので、町で調査して指導してほしい。

質問　リニア工事車両が通行する県道、町道の
道幅の狭いところの拡幅を先行実施してほしい
答え　JR東海へ要望していく。
質問　リニアについて議員として何が問題かを
把握してほしい。
答え　意見を聞きながら問題点をＪＲ東海へ要
請していく.

日時：7月14日　場所：鬼島高齢者ふれあいセンター　参加者：26人

要望　町営中部住宅の現状を議会に見てもらい
たい。空き家になっている所の草刈りがされて
いない。管理をしっかりしてほしい。
要望　鰍沢小の1年生は17人で、6年後の鰍沢中
の存続について心配である。子どもを増やす努
力をして、鰍沢中が存続できるように移住・定
住を推進してほしい。

日時：7月22日　場所：ゆずの里ふれあいセンター　参加者：19人

要望　自治会加入について、役場でもしっかり
説明し加入を促進してほしい。
要望　空き家バンクは良い施策。今後、移住者
に農地を貸すこともできるようにしてほしい。
要望　消防団員の確保は難しい。今後は分団の
統合や女性消防団員を考えてほしい。

日時：7月24日　場所：　米地区公民館　参加者：24人



2万7395円
（4億3857万円）

議会費、商工費など

7万3265円
（11億7291万円）

建物の建設や維持管理、
道水路整備、大型設備の
購入など

12万3489円
（22億73万円）

社会福祉、高齢者、障が
い者、児童福祉費、保育
所運営費など

4万3475円
（6億9600万円）
学校教育費、生涯学習費、
社会教育費など

2万7670円
（4億4297万円）

防災費、消防団費など

3万7762円
（6億454万円）
保健衛生費、国保・介護
保険などへの繰出

5万7440円
（9億1955万円）

借金の返済（元金、利子）
6万1027円
（9億7698万円）

職員の給与、町長、議員お
よび各種委員などの報酬、
文化ホール運営費など

2万1186円
（3億3916万円）

農業費、林業費、国土調
査費など

※（　）内は平成26年度決算額
※一人あたりの額はH27.4.1現在
　人口16,009人で割った額

■基　金（貯金） （町全体33億6000万円）町民1人当たり 21万円

■地方債（借金） （町全体78億9827万円）町民1人当たり 49万円

■翌年度繰越金 3億6642万円



・国民健康保険

・後期高齢者医療

・介護保険

・介護サービス

・奨学金

・簡易水道事業

・下水道事業

・営農飲雑用水事業

17億5880万円

3億5133万円

17億3962万円

9349万円

200万円

1億7726万円

7億5992万円

342万円

・箱原農業集落排水事業

・鹿島財産区

・カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区

・峡南地区ことばの教室共同設置

・峡南地区充指導主事共同設置

1254万円

1,000円

42万円

168万円

85万円

平成26年度特別会計・事業会計

・防災行政無線戸別受信機送信局設置工事
・鰍沢福祉センター改修工事
・町道青柳1号線道路改良・舗装工事
・町道青柳11号線道路改良・舗装工事
・東川拡幅工事
・町道大椚大久保線不動産鑑定業務委託
・利根川プール改修工事
・町制5周年記念「町の鳥」「町の歌」選定
・文化ホール自主公演町制5周年記念事業28本実施
・十谷ヘリポート整備事業
・保育所窓ガラス飛散防止フィルム設置工事

平成26年度に実施した主な事業

財政健全化判断比率の状況は
問　将来負担比率が39.7％から53.1％と13.4％増えた原
因は、峡南医療センターの負担増か。
答　町が加入する一部事務組合等の地方債残高が増え
たことが原因であるが、峡南医療センター分は今回か
ら算定に加わった。

収益的支出
資本的支出

1億9865万円
1億7509万円

水道事業会計

町道大椚大久保線

戸別受信機送信局

利根川プール

町制5周年記念
「町の歌」発表



 

今
定
例
議
会
で
特
別
委
員
会
を
設
置
し
去
る
9
月
11
日
の

本
会
議
で
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
、
9
月
16
日
、

17
日
に
分
科
会
、
24
日
に
全
体
会
を
開
き
、
慎
重
な
審
査
を

行
っ
た
。

【
財
政
課
】

問
　
卒
園
す
れ
ば
保
育
料
の
滞

納
額
徴
収
は
で
き
な
い
の
か
。

答
　
徴
収
の
時
効
が
成
立
し
な

い
か
ぎ
り
、
徴
収
で
き
る
。
卒

園
後
も
督
促
し
て
い
る
。

問
　
財
政
課
と
し
て
今
後
各
担

当
が
行
う
事
業
実
施
に
あ
た
り
、

改
善
点
は
ど
ん
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
か
。

答
　
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定

替
え
に
よ
る
減
収
が
見
込
ま
れ

る
。
歳
出
の
削
減
と
、
事
業
執

行
の
際
は
財
源
の
確
保
に
努
め

る
。

【
企
画
課
】

問
　
事
務
事
業
住
民
評
価
委
員

会
の
評
価
結
果
は
ど
う
生
か
さ

れ
た
か
。

答
　
廃
止
1
件
、
改
善
5
件
、

継
続
10
件
の
評
価
結
果
を
27
年

度
の
事
業
実
施
に
反
映
し
た
。

【
防
災
課
】

問
　
機
能
別
消
防
団
員
の
出
動

状
況
は
。

答
　
火
災
発
生
時
の
出
動
が
2

回
あ
り
、
消
防
団
員
出
動
手
当

て
を
支
給
し
た
。

【
税
務
課
】

問
　
不
動
産
差
押
物
件
の
換
金

は
あ
っ
た
の
か
。

答
　
山
梨
県
と
合
同
に
よ
る
土

地
の
公
売
を
実
施
し
3
2
0
万

円
の
換
金
を
行
っ
た
。

【
総
務
課
】

問
　
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取

得
者
は
。

答
　
0
件
。

一
、
浄
水
設
備
な
ど
の
保
守
点
検

の
委
託
業
務
が
随
意
契
約
で
行
わ

れ
て
い
る
が
、
見
直
す
必
要
は
な

い
か
。
基
本
は
、
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
視
点
に
立
ち
入
札
で
き

な
い
か
検
討
す
る
こ
と
や
、
他
社

か
ら
見
積
も
り
を
取
る
な
ど
経
費

節
減
に
努
め
る
こ
と
を
望
む
。

一
、
税
お
よ
び
使
用
料
等
徴
収
事

務
全
般
に
つ
い
て
、
徴
収
未
済
額

が
現
年
分
・
過
年
分
に
つ
い
て
発

生
し
て
い
る
。
住
民
に
対
す
る
公

平
性
の
観
点
か
ら
も
、
徴
収
の
強

化
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

一
、
保
険
給
付
費
（
医
療
費
）
は
、

関
係
課
と
協
力
し
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
途
を
講
じ
て
抑
制
に
努

め
て
ほ
し
い
。

町
へ
の
意
見

平成26年度事業仕分け評価結果

他、継続10件

富士川町まちの駅実施事業補助金
母親学級
スクールガードリーダー
コミュニティバス運行事業
訪問リハビリ事業
ふるさと小包発送事業

補助金・事務事業
廃止
改善
改善
改善
改善
改善

結果

完
成
道
路
の
視
察



青柳排水機場

中部体育館フットサル設備

【
上
下
水
道
課
】

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

問
　
一
般
管
理
費
修
繕
料
の
漏

水
工
事
の
件
数
と
25
年
度
分
と

の
比
較
と
、
漏
水
の
原
因
は

答
　
26
年
度
は
44
件
で
、
前
年

度
よ
り
28
件
増
加
。
水
道
管
が

全
体
的
に
古
く
劣
化
が
考
え
ら

れ
る
。
修
繕
す
る
と
、
新
た
に

弱
い
部
分
に
圧
力
が
か
か
り
漏

水
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

問
　
一
般
管
理
費
の
需
用
費
は
、

支
出
済
額
よ
り
不
用
額
が
多
い
。

公
共
下
水
事
業
費
の
工
事
請
負

費
な
ど
も
不
用
額
が
多
い
。
理

由
は
。

答
　
需
用
費
は
主
に
緊
急
に
備

え
た
修
繕
費
で
あ
る
。
他
の
費

目
に
は
減
額
補
正
で
き
る
も
の

も
あ
り
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
農
林
振
興
課
】

問
　
年
間
の
農
地
転
用
処
理
件

数
と
、
25
年
度
と
比
較
し
た
状

況
は
。

答
　
26
年
度
の
処
理
件
数
は
、

58
件
で
あ
り
、
25
年
度
と
の
比

較
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
。

問
　
青
柳
排
水
機
場
の
耐
震
診

断
し
た
結
果
は
。

答
　
機
能
に
つ
い
て
は
問
題
な

い
が
一
部
補
修
が
必
要
で
あ
る
。

詳
細
な
耐
震
診
断
を
行
い
、
構

造
的
に
ど
の
よ
う
な
補
強
が
必

要
か
を
調
査
す
る
。

【
商
工
観
光
課
】

問
　
ま
ほ
ら
の
湯
、
か
じ
か
の

湯
の
回
数
券
（
11
枚
つ
づ
り
）

の
販
売
状
況
は
。

答
　
か
じ
か
の
湯
の
回
数
券
を

25
年
度
か
ら
4
8
9
セ
ッ
ト
繰

り
越
し
、
26
年
度
は
、
ま
ほ
ら

の
湯
7
0
0
セ
ッ
ト
、
か
じ
か

の
湯
1
3
0
0
セ
ッ
ト
を
購
入

し
た
。

　
ま
ほ
ら
の
湯
は
完
売
し
た
。

か
じ
か
の
湯
は
1
1
2
8
セ
ッ

ト
を
27
年
度
に
繰
り
越
し
た
。

【
建
設
課
】

問
　
町
営
お
よ
び
町
有
住
宅
の

入
居
率
は
。

答
　
町
営
住
宅
は
募
集
停
止
を

除
く
と
1
0
0
％
に
近
い
入
居

率
。
町
有
住
宅
は
52
％
で
、
そ

の
う
ち
鰍
沢
団
地
の
改
修
し
た

2
室
は
入
居
中
。
青
柳
町
団
地

の
改
修
し
た
2
室
の
う
ち
、
1

室
は
予
約
、
も
う
1
室
は
空
い

て
い
る
。

【
生
涯
学
習
課
】

問
　
中
部
体
育
館
に
フ
ッ

ト
サ
ル
用
備
品
が
整
備
さ

れ
た
が
、
利
用
状
況
は

答
　
26
年
9
月
か
ら
27
年

3
月
は
11
件
、
27
年
4
月

〜
8
月
は
16
件
。

【
教
育
総
務
課
】
 

問
　
給
食
費
の
滞
納
状
況
は
。

答
　
本
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
給
食
費
補
助
金
制
度
を

実
施
す
る
に
あ
た
り
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
納
付
さ
れ

て
い
る
。

【
町
民
生
活
課
】

問
　
国
民
健
康
保
険
料
の

滞
納
額
約
9
1
0
0
万
円

の
内
訳
は
。

答
　
26
年
度
は
2
2
3
件
、

過
年
度
分
は
7
2
8
件
。

問
　
保
険
給
付
費
（
医
療
費
）

の
抑
制
状
況
は
。

答
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品

の
切
り
替
え
者
が
増
加
し

て
い
る
。

【
福
祉
保
健
課
】

問
　
民
生
委
員
の
活
動
状

況
は
。

答
　
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
、

委
員
同
士
の
情
報
交
換
や

活
動
内
容
を
共
有
し
て
い
る
。

【
子
育
て
支
援
課
】

問
　
保
育
所
の
窓
ガ
ラ
ス

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
工
事

の
進
ち
ょ
く
は
。

答
　
全
て
の
保
育
所
で
終

了
し
た
。



ふるさと納税報償費
ホリデーバス運行負担金
増穂小学校プール改修等工事費
ＩＣＴ教育機器購入費
ＰＣＢ産業廃棄物処理費
コンビニ交付システム負担金（個人番号）
病後児保育事業
有害鳥獣防除対策費

327万円
575万円
2681万円
500万円
2671万円
467万円
53万円
150万円

おもな補正予算

保管されている有害物質

ホリデーバス

補
正
質
疑

条
例
制
定

平成27年度
一般会計補正予算

増穂小プール改修へ　2681万円

一般会計総額 73億9599万円
4792万円補正総額

問
　
増
穂
小
プ
ー
ル
改
修
工
事

費
の
内
容
は
。

答
　
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
シ
ー
ト

張
り
、
日
除
け
の
設
置
、
プ
ー

ル
本
体
・
壁
の
塗
装
。

問
　
I
C
T
教
育
機
器
整
備
費

5
0
0
万
円
の
内
容
は
。

答
　
小
学
校
に
電
子
黒
板
と
実

物
投
影
機
、
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
と
校
内
無
線
L
A
N
を

設
置
す
る
。

問
　
ホ
リ
デ
ー
バ
ス
運
行
に
あ

た
り
、
施
行
期
間
を
お
か
ず
、

い
き
な
り
本
格
運
行
と
し
た
の

は
な
ぜ
か
。

答
　
以
前
か
ら
土
・
日
の
バ
ス

に
つ
い
て
地
域
の
要
望
・
ニ
ー

ズ
が
あ
り
、
地
域
公
共
交
通
会

議
の
中
で
検
討
し
決
め
た
。

問
　
P
C
B
廃
棄
処
理
の
量
は
。

答
　
高
濃
度
9
8
4
・
3
kl
、

低
濃
度
1
7
0
0
・
4
kl
。

問
　
住
基
カ
ー
ド
お
よ
び
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に

か
か
る
負
担
金
は
。

答
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム

関
係
負
担
金
と
し
て
4
4
1
万
円
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
改

修
費
と
し
て
4
6
7
万
円
。

特
定
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制

定　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

と
も
な
う
条
例
制
定
で
あ
る
。

問
　
情
報
管
理
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
は
大
丈
夫
か
。

答
　
情
報
管
理
は
、
基
幹
系
と
ネ
ッ

ト
な
ど
の
情
報
系
で
分
か
れ
て

い
る
の
で
大
丈
夫
。
ま
た
、
誰

が
い
つ
特
定
個
人
情
報
を
利
用

し
た
か
の
管
理
体
制
も
十
分
と
っ

て
あ
る
。

病
後
児
保
育
の
実
施
に
関
す
る

条
例
制
定

　
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
、
病
後
児
を
短
期

間
預
か
る
体
制
を
整
え
る
。

問
　
病
後
児
と
な
っ
て
い
る
が
、

病
児
も
含
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
病
児
も
検
討
し
た
が
、
施
設
･

人
的
体
制
の
関
係
で
病
後
児
の

み
と
し
た
。

景
観
条
例
の
制
定

　
本
町
の
景
観
を
守
る
た
め
国

の
法
律
施
行
に
合
わ
せ
制
定
。

問
　
景
観
審
議
会
は
い
つ
作
る

の
か
、
構
成
メ
ン
バ
ー
は
。

答
　
条
例
制
定
後
つ
く
る
。
審

議
会
は
学
識
経
験
者
で
構
成
。

公
民
館
条
例
の
改
正

　
新
町
民
会
館
（
鰍
沢
福
祉
セ

ン
タ
ー
）
へ
の
移
行
に
伴
い
、

現
町
民
会
館
を
廃
止
す
る
。

問
　
廃
止
と
な
れ
ば
、
現
町
民

会
館
の
使
用
料
規
定
が
な
く
な
る
。

町
民
は
来
年
4
月
以
降
、
使
用

で
き
な
く
な
る
の
で
は
。

答
　
役
場
の
一
部
と
し
て
建
物

は
残
る
の
で
利
用
で
き
る
。
制

限
は
あ
る
が
利
用
法
を
考
え
る
。

老朽化した増小プール



問
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、

情
報
発
信
を
す
べ
き
と
思
う
が

考
え
は
。

企
画
課
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

リ
ン
ク
さ
せ
る
の
で
作
成
業
者
、

シ
ス
テ
ム
保
守
者
と
協
議
を
し

て
い
る
。
準
備
が
整
い
次
第
導

入
す
る
。

問
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
役
場

職
員
が
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
し
、

町
の
投
稿
を
シ
ェ
ア
す
れ
ば
多

く
の
情
報
発
信
に
な
る
。
職
員

を
活
用
す
る
考
え
は
。

企
画
課
長
　
登
録
を
義
務
付
け

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
の
連
動
後
は
運
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
職
員
に

協
力
を
求
め
て
い
く
。

問
　
町
は
緩
衝
帯
の
両
側
を
追

加
買
収
し
、
側
道
を
設
置
す
る

考
え
を
示
し
た
。
用
地
交
渉
は

J
R
東
海
と
同
時
進
行
す
べ
き

だ
が
、
今
後
の
工
程
は
。

企
画
課
長
　
防
音
フ
ー
ド
か
防

音
壁
か
で
、
用
地
取
得
幅
が
違
う
。

確
定
後
、
山
梨
県
リ
ニ
ア
用
地

事
務
所
と
連
携
を
図
り
進
め
る
。

問
　
ま
す
ほ
児
童
セ
ン
タ
ー
、

利
根
川
公
園
町
民
体
育
館
の
代

替
地
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
は
。

総
務
課
長
　
ま
す
ほ
児
童
セ
ン

タ
ー
の
移
設
先
は
、
現
在
地
周

辺
で
検
討
し
て
い
る
。
町
民
体

育
館
は
大
き
な
面
積
を
確
保
で

き
る
条
件
で
進
め
て
い
る
。
両

施
設
と
も
、
ま
だ
移
転
先
は
確

定
し
て
い
な
い
。

問
　
行
政
ア
プ
リ
を
立
ち
上
げ
、

健
康
管
理
を
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
コ
ス
ト
が
か

か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
実
施

は
考
え
て
い
な
い
。
ノ
ー
コ
ス

ト
だ
と
し
て
も
調
査
研
究
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
今
後
検
討
す
る
。

問
　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
を
、

町
内
の
利
用
券
な
ど
に
充
て
る

取
り
組
み
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

問
　
歩
道
に
距
離
が
わ
か
る
目

印
を
ペ
イ
ン
ト
す
る
な
ど
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
定
す

る
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
歩
道
に
目
印

を
ペ
イ
ン
ト
す
る
こ
と
は
困
難
。

問
　
1
年
間
、
保
険
診
療
を
受

け
な
か
っ
た
世
帯
に
奨
励
金
を

出
す
考
え
は
。

町
民
生
活
課
長
　
現
時
点
で
は

考
え
は
な
い
が
、
奨
励
金
を
出

し
て
い
る
自
治
体
の
効
果
に
つ

い
て
検
証
す
る
。

フェイスブックを活用した取り組みを

長
沢
け
ん
議
員

町の
フェイスブック活用は

準備が整い次第導入

健
康
推
進
活
動
は

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

対
策
は



川
口
正
満
議
員

問
　
建
設
費
を
減
ら
す
た
め
の

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
合
築
案
に
町
民

は
「
ど
こ
を
向
い
た
案
か
」
と

驚
い
た
。
国
道
沿
い
に
あ
り
、

往
復
の
安
全
安
心
面
で
適
さ
な
い
。

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
町
民
が
、

便
利
に
利
用
で
き
る
立
地
と
公

益
性
が
必
要
十
分
条
件
で
あ
る
。

 
文
化
ホ
ー
ル
敷
地
は
、
保
育
所
・

小
中
学
校
に
近
く
、
勤
め
人
や

高
校
生
も
夜
に
利
用
で
き
る
、

北
西
部
地
区
は
人
口
も
増
え
将

来
的
な
利
用
価
値
も
高
ま
る
、

文
化
ホ
ー
ル
利
用
と
の
相
乗
効

果
も
あ
る
。
町
の
全
体
最
適
と
、

「
利
用
者
数
と
利
用
度
」
を
考

慮
し
た
見
解
は
。

町
長
　
予
算
が
な
く
て
は
難
し
い
。

町
有
地
を
有
効
活
用
で
き
る
が
、

多
機
能
・
複
合
化
の
施
設
を
考

え
て
い
る
。
単
独
で
の
建
設
は

考
え
て
い
な
い
。

問
　
図
書
館
は
、
地
域
、
産
業
、

学
校
の
支
援
と
な
り
地
域
力
を

高
め
る
。
町
民
は
図
書
館
を
通

じ
て
町
づ
く
り
に
関
与
し
た
い

と
い
う
動
き
も
あ
る
。

　
合
築
案
と
文
化
ゾ
ー
ン
案
に

つ
い
て
、
長
所
短
所
を
比
較
し
、

町
民
に
公
表
し
て
判
断
を
仰
ぐ

よ
う
な
進
め
方
を
期
待
す
る
が
。

町
長
　
合
築
案
は
地
域
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
会
議
室
や
駐
車
場

が
共
同
で
使
え
る
。
文
化
ホ
ー

ル
の
駐
車
場
は
イ
ベ
ン
ト
時
に

は
足
り
な
い
。
緑
地
は
無
駄
と

い
え
ば
ム
ダ
だ
が
、
文
化
施
設

と
し
て
必
要
。

問
　
「
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

す
る
」
の
策
定
内
容
は

企
画
課
長
　
地
域
活
性
化
、
起

業
支
援
、
企
業
誘
致
や
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
推
進
す
る
。

問
　
「
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
、「
地

域
づ
く
り
、地
域
が
連
携
す
る
」
な

ど
の
検
討
は
。

企
画
課
長
　
移
住
支
援
の
た
め

の
土
地
や
住
宅
取
得
の
支
援
、

ホ
リ
デ
ー
バ
ス
の
運
行
開
始
、

ま
た
櫛
形
山
の
資
源
活
用
を
近

隣
市
町
と
連
携
す
る
こ
と
で
新

た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
く
。

問
　
姉
妹
都
市
交
流
は
社
会
教

育
や
地
域
活
性
化
に
も
効
果
が

あ
り
、
具
体
化
す
る
べ
き
で
は
。

企
画
課
長
　
自
然
、
歴
史
、
産

業
の
共
通
点
と
海
に
面
し
た
都

市
と
の
交
流
を
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
　
中
学
や
増
商
も
交
流
が
あ

り
き
っ
か
け
に
で
き
な
い
か
。

企
画
課
長
　
今
後
可
能
性
を
模

索
し
て
い
き
た
い
。

（
他
の
質
問
事
項
）

・
雑
草
除
去
に
つ
い
て

・
リ
ニ
ア
の
国
家
的
な
リ
ス
ク

文化ホール敷地内に図書館を

単独の建設は考えていない単独の建設は考えていない

広い緑地を利用して図書館建設を

地
方
版
総
合
戦
略
の

策
定
は



問
　
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
は
多

額
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
て
い
る

と
の
こ
と
を
聞
く
。
町
長
は
常
々

金
は
出
す
が
口
を
出
さ
な
い
と

言
っ
て
い
る
が
、
経
営
が
順
調

に
進
ん
で
い
る
時
は
よ
い
が
、

多
額
の
赤
字
を
抱
え
て
口
を
出

さ
な
い
と
い
う
の
は
い
か
が
な

も
の
か
。

町
長
　
病
院
経
営
は
専
門
的
な

知
識
や
経
験
が
必
要
で
、
経
験

の
な
い
も
の
が
口
を
は
さ
む
べ

き
で
な
い
と
い
う
の
は
、
私
の

意
見
で
は
な
く
、
二
病
院
統
合

の
検
討
委
員
会
の
中
の
委
員
の

意
見
を
代
弁
し
た
。
ま
た
、
多

額
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
大
変
遺
憾
と
考
え

て
い
る
。
医
療
セ
ン
タ
ー
の
組

織
図
に
は
市
川
三
郷
町
の
久
保

町
長
も
私
も
入
っ
て
い
な
い
が
、

開
設
者
会
議
を
つ
く
り
、
病
院

の
将
来
計
画
な
ど
に
つ
い
て
関

与
し
て
い
る
。

問
　
赤
字
の
解
消
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
。

町
長
　
市
川
三
郷
町
と
協
議
を

進
め
、
良
い
方
向
を
模
索
し
た
い
。

問
　
富
士
川
病
院
は
開
業
以
来
、

多
く
の
町
民
か
ら
救
急
患
者
を

受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
と
の
苦

情
が
多
い
。
地
域
病
院
と
し
て

町
民
の
安
心
を
守
る
べ
き
だ
と

思
う
が
、
今
年
の
5
月
に
富
士

川
病
院
に
か
か
り
つ
け
だ
っ
た

町
民
の
方
が
倒
れ
、
救
急
車
か

ら
富
士
川
病
院
に
問
い
合
せ
た

が
拒
否
さ
れ
た
。
他
の
病
院
も

カ
ル
テ
が
な
い
と
受
け
入
れ
ら

れ
ず
、
再
度
峡
南
病
院
に
お
願

い
し
て
患
者
を
運
ん
だ
が
駄
目

だ
っ
た
。
倒
れ
て
救
急
車
を
呼

ん
で
か
ら
45
分
経
過
し
て
い
た
が
、

最
初
に
か
か
り
つ
け
の
富
士
川

病
院
で
受
け
入
れ
て
応
急
処
置

を
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
命
か

も
知
れ
な
い
。
家
族
は
切
な
く

や
り
き
れ
な
い
思
い
。
町
民
の

税
金
で
経
営
し
て
い
る
病
院
が

町
民
を
拒
否
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
結
果
と
し
て

助
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

い
っ
た
ん
は
受
け
入
れ
し
て
症

状
を
診
て
他
の
病
院
へ
搬
送
す
る
、

こ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ

と
思
う
が
。

町
長
　
で
き
る
限
り
救
急
を
受

け
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
病
院
側

に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

問
　
地
域
の
安
心
の
源
で
あ
る

こ
の
病
院
を
地
域
住
民
が
、
自

分
た
ち
の
病
院
で
あ
る
と
い
う

意
識
を
持
ち
富
士
川
病
院
を
利

用
し
て
も
ら
い
同
時
に
富
士
川

病
院
を
育
て
る
と
い
う
意
味
で

い
ろ
ん
な
年
代
、
職
種
の
人
と

病
院
と
で
委
員
会
を
構
成
し
た

ら
ど
う
か
。

町
長
　
町
で
言
え
ば
町
長
に
匹

敵
す
る
企
業
長
が
い
る
の
で
、

今
後
も
企
業
長
と
連
携
を
し
て

や
っ
て
い
く
。

（
他
の
質
問
事
項
）

・
町
民
会
館
の
存
続
に
つ
い
て

堀
内
春
美
議
員

多額の赤字経営に口を出すべき

町長が介入できない組織町長が介入できない組織

経営改善を迫られる峡南医療センター



青
 
光
仁
議
員

問
　
防
災
戸
別
受
信
機
の
販
売

が
始
ま
っ
た
が
購
入
者
の
通
信

確
認
や
取
扱
い
の
周
知
方
法
は
。

防
災
課
長
　
通
信
確
認
は
、
9

月
末
ま
で
毎
日
2
回
試
験
放
送

を
行
う
。
取
扱
い
方
法
周
知
は

窓
口
で
の
説
明
書
配
布
と
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
を
図
る
。

問
　
多
額
の
設
備
投
資
を
し
た
が
、

利
用
者
が
少
な
い
と
思
う
。
今

後
の
普
及
促
進
計
画
は
。

防
災
課
長
　
「
広
報
ふ
じ
か
わ
」
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
普
及

に
努
め
、
難
聴
世
帯
の
解
消
に

取
り
組
む
。

問
　
6
千
世
帯
の
う
ち
、
購
入

世
帯
が
4
2
0
軒
で
は
少
な
く

な
い
か
。
2
次
募
集
の
予
定
は
。

防
災
課
長
　
試
験
放
送
の
送
受

信
確
認
を
し
、
年
末
以
降
に
2

次
募
集
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　
教
育
委
員
会
の
移
動
後
の

建
物
の
利
用
計
画
は
検
討
さ
れ

て
い
る
か
。

町
長
　
教
育
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

新
庁
舎
が
で
き
た
段
階
で
一
緒

に
移
転
す
る
計
画
で
あ
る
。
移

転
後
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
現

時
点
で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

問
　
教
育
文
化
会
館
の
建
物
は
、

望
月
百
合
子
さ
ん
か
ら
の
多
額

の
寄
付
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ

た
経
緯
も
あ
る
。
教
育
委
員
会

移
転
後
舟
運
や
歴
史
人
物
資
料

館
に
利
用
で
き
な
い
か
。

町
長
　
移
転
後
は
地
域
住
民
と

協
議
す
る
中
で
利
活
用
を
検
討

し
た
い
。

問
　
国
の
合
同
庁
舎
へ
町
立
図

書
館
を
併
設
す
る
計
画
と
聞
い

て
い
る
が
、
そ
の
進
ち
ょ
く
状

況
は
。

総
務
課
長
　
鰍
沢
シ
ビ
ッ
ク
コ

ア
地
区
整
備
計
画
で
は
国
の
合

同
庁
舎
と
町
の
図
書
館
を
合
築

整
備
す
る
こ
と
で
国
交
省
と
施

設
規
模
に
つ
い
て
協
議
を
始
め

た
段
階
で
あ
る
。

問
　
今
年
1
月
こ
ろ
か
ら
ど
ん

な
協
議
を
行
っ
て
き
た
か
。

総
務
課
長
　
4
月
末
に
関
東
地

方
整
備
局
か
ら
来
町
さ
れ
現
地

の
確
認
を
し
た
。
6
月
に
は
甲

府
財
務
事
務
所
管
財
課
と
役
場

で
用
地
の
打
合
せ
を
し
た
。
ま

た
8
月
に
は
関
東
地
方
整
備
局

を
訪
問
し
概
算
要
求
に
つ
い
て

の
打
合
せ
を
行
な
っ
た
。

防災ラジオの周知を

今後も普及に努める今後も普及に努める

教育文化会館（望月百合子記念館）

公
共
施
設
再
配
置
は

国
の
合
同
庁
舎
に

図
書
館
を



問
　
健
常
児
の
医
療
費
の
窓
口

無
料
化
の
年
齢
拡
大
が
各
市
町

村
で
進
む
中
、
昨
年
来
、
障
が

い
児
の
窓
口
無
料
化
は
廃
止
さ

れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
福

祉
施
策
、
公
平
性
の
観
点
か
ら

問
題
が
あ
る
と
思
う
が
。

福
祉
保
健
課
長
　
本
町
で
は
何

度
か
「
障
害
児
親
の
会
」
と
勉

強
会
を
し
、
意
見
交
換
を
お
こ

な
っ
た
。
「
す
で
に
十
分
恩
恵

は
受
け
て
い
る
」
「
制
度
な
ら

多
少
不
便
で
も
受
け
入
れ
る
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
制

度
間
で
取
り
扱
い
が
異
な
る
こ

と
は
、
そ
の
目
的
か
ら
や
む
を

得
な
い
も
の
で
あ
り
、
公
平
性

に
問
題
は
な
い
。

問
　
甲
斐
市
や
上
野
原
市
は
、

重
度
心
身
障
害
児
の
窓
口
無
料

化
を
復
活
さ
せ
る
が
。

町
長
　
昨
年
、
窓
口
無
料
化
を

廃
止
し
自
動
償
還
払
い
に
移
行

し
た
が
、
本
県
の
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
制
度
は
手
厚

い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
制
度
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
や
む

を
え
な
い
移
行
と
考
え
て
い
る
。

問
　
児
童
と
い
う
枠
組
み
で
考

え
れ
ば
不
公
平
感
を
生
む
、
医

療
費
の
一
時
払
い
の
負
担
は
非

常
に
重
い
。
町
独
自
の
助
成
制
度
･

貸
付
制
度
を
考
え
て
は
。

町
長
　
医
療
費
の
貸
付
制
度
は

現
在
も
あ
る
と
思
う
が
手
続
き

が
煩
雑
で
あ
れ
ば
ニ
ー
ズ
を
確

認
し
検
討
す
る
。

問
　
今
回
ま
と
め
ら
れ
た
公
共

施
設
配
置
計
画
は
、
庁
舎
の
新

設
が
第
一
で
あ
り
、
町
民
会
館

や
図
書
館
は
脇
に
置
か
れ
て
い
る
。

図
書
館
建
設
は
鰍
沢
地
区
に
国

の
合
同
庁
舎
と
の
合
築
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
平
日
･

夏
休
み
は
児
童
生
徒
が
利
用
す
る
。

利
用
し
や
す
い
場
所
、
広
さ
が

必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
町
内
に
魅
力
あ
る
図

書
館
が
出
来
れ
ば
多
く
の
人
が

利
用
す
る
よ
う
に
な
る
。

問
　
町
民
会
館
は
鰍
沢
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
移
転
す
る
た
め
現
在

そ
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

施
設
内
容
、
面
積
面
で
そ
の
機

能
が
十
分
果
た
せ
る
の
か
。

町
長
　
会
議
室
は
少
し
小
さ
い

が
そ
の
機
能
は
十
分
果
た
せ
る
。

庁
舎
建
設
の
折
に
は
そ
の
機
能

も
心
が
け
る
。

問
　
リ
ニ
ア
に
伴
う
体
育
館
、

児
童
館
の
移
転
補
償
は
。

町
長
　
来
年
、
夏
か
ら
秋
口
に
、

億
単
位
の
補
償
金
額
の
提
示
が

あ
る
と
思
う
。

問
　
施
設
整
備
の
順
序
、
財
源

措
置
は
。

企
画
課
長
　
町
民
交
流
広
場
や
、

リ
ニ
ア
に
と
も
な
う
施
設
移
転

な
ど
大
型
事
業
が
あ
る
。
そ
の

目
途
が
立
っ
た
時
点
で
改
め
て

検
討
す
る
。

町
長
　
庁
舎
建
設
は
合
併
推
進

債
が
使
え
る
期
間
に
や
り
た
い
。

斉
藤
欽
也
議
員

重度心身障がい児の医療費窓口無料化を

県の医療制度を
維持することが大切だ
県の医療制度を
維持することが大切だ

窓口無料化に一石

公
共
施
設
再
配
置
は



小
林
有
紀
子
議
員

問
　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
世

界
一
だ
が
、
介
護
支
援
を
受
け

る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間

の
健
康
寿
命
と
の
差
が
拡
大
す

れ
ば
、
社
会
保
障
費
の
負
担
は

深
刻
で
あ
る
。
健
康
寿
命
延
伸

に
対
す
る
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
日
常
的
に
運

動
で
き
る
環
境
整
備
は
重
要
。

国
保
と
協
会
け
ん
ぽ
の
デ
ー
タ

を
分
析
し
、
住
民
の
健
康
状
態

を
把
握
す
る
。

問
　
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
し
て
、

関
節
疾
患
や
転
倒
骨
折
な
ど
に

よ
る
運
動
器
障
害
の
防
止
の
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
講
習
会
、
健

診
に
参
加
す
れ
ば
、
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
、
そ
れ
を
地
域
商
品
券

や
特
産
品
と
交
換
で
き
る
特
典

付
き
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

の
導
入
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

問
　
リ
ニ
ア
建
設
に
伴
う
、
町

民
体
育
館
の
中
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
の
移
設
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
㈱
フ
ォ
レ
ス
ト
か
ら
「
フ

ォ
レ
ス
ト
モ
ー
ル
富
士
川
」
の

敷
地
内
に
店
舗
を
増
設
し
、
そ

の
一
部
を
町
に
貸
与
し
た
い
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
現
在
、
協

議
を
進
め
て
い
る
。

問
　
高
齢
者
が
タ
ク
シ
ー
を
利

用
す
る
場
合
に
、
そ
の
一
部
を

助
成
す
る
、
タ
ク
シ
ー
高
齢
者

割
引
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

問
　
身
延
線
の
鰍
沢
口
駅
か
ら
、

小
室
・
平
林
・
十
谷
の
三
筋
に

運
行
の
土
日
・
祝
日
バ
ス
の
期

待
さ
れ
る
利
用
者
と
費
用
対
効

果
は
。

町
民
生
活
課
長
　
高
齢
者
が
買

い
物
や
受
診
に
。
観
光
客
が
観

光
施
設
へ
の
移
動
手
段
と
し
て

町
の
活
性
化
に
繋
が
る
。

問
　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

三
筋
の
可
能
性
を
最
大
限
に
生

か
し
、
定
住
人
口
増
に
つ
な
が

る
環
境
整
備
が
必
要
。
新
た
な

バ
ス
運
行
の
利
用
方
法
と
観
光

P
R
を
セ
ッ
ト
に
し
た
情
報
発

信
は
。

商
工
観
光
課
長
　
バ
ス
は
観
光

面
も
考
え
て
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
、

多
言
語
化
に
よ
る
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
も
配
布
す
る
。

問
　
高
齢
期
を
健
康
で
過
ご
す

た
め
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
と
ポ
イ
ン
ト
が

換
金
で
き
る
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
の
導
入
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
先
進
事
例
を

参
考
に
、
育
成
に
努
め
て
い
く
。

健康づくり事業の考えは

健康寿命の延伸に取り組む健康寿命の延伸に取り組む

高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー

割
引
サ
ー
ビ
ス
は

介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

健康寿命を延ばそう（厚生労働省資料より）



問
　
図
書
館
基
本
構
想
検
討
委

員
会
で
は
、
ど
の
よ
う
な
議
論

が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
教
育
関
係
者
、

図
書
館
利
用
者
な
ど
15
名
を
委

嘱
し
、
5
月
か
ら
こ
れ
ま
で
4

回
委
員
会
を
行
っ
た
。
委
員
会

で
は
、
町
民
が
利
用
し
や
す
く
、

情
報
拠
点
と
し
て
の
機
能
や
子

育
て
支
援
な
ど
、
時
代
に
合
っ

た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
ゆ

か
り
の
作
家
や
地
域
の
民
話
収

集
な
ど
の
地
域
に
合
っ
た
特
長

あ
る
図
書
館
づ
く
り
、
充
実
し

た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て
、

多
岐
に
わ
た
り
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

問
　
世
代
を
超
え
る
町
民
が
利

用
す
る
新
図
書
館
の
建
設
候
補

地
に
つ
い
て
、
一
切
触
れ
ら
れ

な
い
基
本
構
想
は
あ
り
得
な
い

と
考
え
る
。
検
討
委
員
会
の
中

で
議
論
し
て
、
建
設
場
所
も
し

っ
か
り
明
示
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
図
書
館
に
つ

い
て
は
、
耐
震
性
の
あ
る
公
共

施
設
、
民
間
施
設
の
利
活
用
を

検
討
し
た
。
公
共
施
設
や
民
間

施
設
に
つ
い
て
図
書
館
機
能
が

確
保
で
き
る
施
設
は
見
あ
た
ら

な
か
っ
た
。

 
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
整
備
事
業
の

中
核
で
あ
る
国
の
合
同
庁
舎
と

合
築
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
国

に
お
い
て
も
町
づ
く
り
の
観
点

か
ら
提
案
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
。

国
と
の
協
議
に
必
要
な
図
書
館

の
規
模
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討

委
員
会
を
設
置
し
協
議
し
て
い
る
。

位
置
に
つ
い
て
は
議
論
し
て
い

な
い
。

問
　
平
成
26
年
度
の
個
人
の
利

用
登
録
者
は
、
2
7
2
9
人
。

現

在

町

の

人

口

は

1

万

5
9
8
9
人
で
あ
る
。
登
録
し

て
い
る
方
は
、
町
全
体
の
17
％
。

基
本
構
想
の
中
で
、
利
用
者
の

登
録
数
の
目
標
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
蔵
書
数
、
貸

出
数
な
ど
の
統
計
は
検
討
委
員

会
へ
資
料
と
し
て
出
し
て
い
る
。

今
後
、
細
か
い
デ
ー
タ
を
取
り

寄
せ
て
検
討
委
員
会
の
中
で
も

使
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
町
で
は
10
月
上
旬
に
、
基

本
構
想
の
策
定
を
考
え
て
い
る

よ
う
だ
が
、
国
と
の
協
議
で
変

更
に
な
っ
た
時
に
は
、
こ
の
ま

ま
進
め
る
、
進
め
な
い
の
判
断

は
誰
が
す
る
の
か
。

教
育
長
　
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、

県
と
国
と
協
議
す
る
中
で
検
討

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
建
築
面

積
は
1
0
0
0
㎡
か
ら
1
5
0
0

㎡
で
検
討
し
て
き
て
い
る
が
、

敷
地
あ
る
い
は
場
所
的
な
配
置

が
あ
り
、
今
後
変
更
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
委
員
に
は
伝
え
な

が
ら
、
構
想
を
検
討
し
て
い
る
。

（
他
の
質
問
事
項
）

・
県
立
高
校
再
編

・
平
林
区
の
活
性
化

秋
山
 
貢
議
員

新図書館の建設候補地の議論は

位置については議論していない位置については議論していない

新図書館との合築が検討されているシビックコア計画地
（旧鰍沢病院跡地）



室
内
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
化

住宅用地取得費補助金支給制度

1、住宅用地を取得し、2年以内に定住を開始した方
2、住宅が建築済みの住宅用地を取得した方は、取得から3月以内に定住を開始した方

用地費の1／3以内で、80万円が上限です。

平林区、小室区、高下区、鰍沢南区の一部（天戸町、駅前通り）、中部区、五開区

対象者

補助内容

指定する地域

中山間地域の人口減少対策の考えは。

移住者への助成を検討する。

平成26年10月から、中山間地域等における住宅用地取得費補助金支給制度を開始した。

26年6月

26年6月
町有住宅の室内改修を行う計画があるか。

町有住宅の入居率向上のため、リニュー
アル化、モデルルームを検討する。

モデルルーム的な改修はしていないが、
既存室について、畳からフローリングへ
改修を行った部屋がある。

旧中部小学校

26年9月
廃校となった小学校跡地利用の活用は。

プールなどは、社会体育施設として同様に使用。
校舎は地域と協議し、民間活用も含め検討する。

旧五開小学校は、NPO法人からの希望があり現
在協議中。旧中部小学校、旧増穂西小学校は、
地区の要望に基づき、今後も協議を進めていく。

昨年度の一般質問に対し、町が「検討する・実施したい・取り組む・
努力する・必要と考える」などと、前向きな回答があったものの中で
1年を経過した質問事項について、進ちょく状況を点検した。

26年6月
若者の未婚化、晩婚化対策として、婚活
イベントの企画などを考えているか。

イベント内容を研究し、開催の可能性を
検討する。

まち・ひと・しごと総合戦略の施策とし
て、婚活支援事業を盛り込み平成28年度
から実施していく。

26年9月
雪害対策をマニュアル化すべき
ではないか。

大雪における各区の状況と、町
の対応結果を総括した上で、マ
ニュアル化していく。

検討中である。



訂正とお詫び
「議会だより第21号」の5ページ討論・採決の記事中
賛成者氏名に「井上光三」議員の記載が漏れてい
ました。訂正してお詫び申し上げます。清掃センター大改修

中巨摩地区広域事務組合

一般会計
ゴミ処理事業特別会計
地区公園事業特別会計
老人福祉事業特別会計
勤労青年事業特別会計
し尿処理事業特別会計

会計名

4121万円

33億615万円

834万円

2847万円

5001万円

2億3494万円

36億6912万円

決算額
323万円

9322万円

80万円

237万円

401万円

0万円

1億366万円

富士川町負担金

合　　計

　9月30日、中巨摩地区広域事務組合議会
定例議会が開催され、27年度補正予算2件、
26年度決算認定6件を原案のとおり可決し
た。
　補正予算では委託料に、約983トン分の
焼却残渣・不燃残渣最終処分費として
4190万円を増額補正し、今まで茨城県の「株
式会社向洋産業」1社だった処分先に、山
形県の「株式会社エコス米沢」を1社追加
した。
　決算認定では、ゴミ処理事業費の増加
の理由は、25年度より3カ年の継続事業で
ある「清掃センター基幹的設備改良工事」
の工事量がピークを迎えていることが主
な要因である。

　9月29日、三郡衛生組合議会定例議会が開催され、26年度各事業の決算認定3件と監査委員
選任ほか同意案2件が原案通り承認可決された。
　各事業とも約90％が市町の負担金で運営されている。
　し尿事業では、建設資金16億7060万円の借入金の分割返済は26年度で完済した。
　公共下水道の普及により10年間で処理量が21％減少し、今後も処理料収入は減少傾向にある。
　火葬事業では、建設資金12億2800万円を分割返済し、26年度は約9856万円を返済。返済の終
了は、4年後の平成30年度である。

三郡衛生し尿処理場

三郡衛生組合

会計名 決算額 富士川町負担金

合　計 4億2795万円 6612万円

火葬場 2億2403万円 4264万円

し尿処理場 1億8749万円 2040万円

一般会計 1643万円 308万円



町道天神中條20号線の建設中止の請願書について、産業建設常任委員会の報告（採択）に
対し、質疑・討論・採決の結果、賛成9反対5で可決された。

採決結果
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　8月18日、第4回臨時議会を開催し、
次の議案を全会一致で可決した。

第4回臨時議会

都市公園条例の一部改正
　上北町チビッコ広場を廃止する。鰍
沢プールを撤去し、駐車場建設に伴い、
隣接する同公園を駐車場に利用するもの。

東川拡幅工事に関する
請負変更契約の変更
　請負額の最終確定に伴い、約680万円
減額して約1億320万円となる。納期は
27年8月31日変更なし。

「町道天神中條20号線の建設中止を求める請願」
第3回臨時議会（7月28日）

逗子市での研修

実　施　日　平成27年8月4日（火）～5日（水）
研修場所　神奈川県逗子市・静岡県焼津市
研修内容
　逗子市議会は、全国に先駆けて議員主導でタブ
レット端末による議会運営を開始した。具体的な
導入や運営方法について研修でき、大変参考とな
った。
　焼津市では、河川敷を利用した運動公園陸上競
技場を視察。本町で検討している「町民交流広場」
より規模は大きいが、
市民の利用状況や、
管理および運営上の
コストなどについて
の説明があり参考に
なった。
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 　区が提出する要望書は、本来、区民の総意に基づき作成されるべきものであり、そこで生
活している人たちの切実な思いを代弁するものであるから、可能な限り尊重すべきであると
考えるが、町が区に対して行った地元要望の再確認の回答においても、明確な要望意思が確
認できなかった。したがって、建設中止を求める近隣住民がいることや現時点での区の意思
確認ができないことから、本請願を採択すべきものとする。（全会一致で可決）

〔委員会審査結果報告〕



　本特別委員会は「県立高等学校整備基本構想」による再編整備で、増穂商業高校の存続が危惧
されるため、調査研究に取り組む必要があるとして、昨年6月の定例議会において設置された。
この委員会は改選前の議会においても設置されている。

　これまで、町民や高校関係団体の意向を踏まえ、
県立唯一の商業高校であること、生徒の43パーセ
ントは南アルプス市からの通学であること、専門
高校においては学年・学級の人数を配慮すること
などを基本的な考えとして調査・研究を行ってきた。

・特別委員会の開催
・県議会議員と勉強会の開催
・「増穂商業高校存続委員会」への参加（高校関
係団体、地元企業代表者等で構成する組織で存続
委員会という）。
・県教育委員会の訪問
・県教委説明会の参加
・南アルプス市議会に連携の協力要請

　こうした取り組みの中、平成27年3月議会にお
いて、存続委員会から出された、意見書の提出を
求める請願を採択し、知事、県教育委員長あてに

存続を求める意見書を提出した。なお、南アルプ
ス市議会からも同様の意見書が提出されている。

（８月24日の説明会）
　増穂商業高校、市川高校、峡南高校を統合し、
単位制・総合制高校を市川三郷町内に設置する。
身延高校を中高一貫教育校として配置する。

　特別委員会では、高校関係団体や町民の意見等
を聞く中で、次のように意見集約した。
単独の存続活動は非常に難しい。県教委の示した
設置場所に問題がある、生徒の利便性等を考慮し
富士川町内の設置が望ましい。富士川大橋付近に
身延線の新駅を新設することにより電車通学の生
徒の利便性も増す。

　議会では、基本的な考え方に基づき、町と南ア
ルプス市に協力要請を求め、早急に県に要望書を
提出していくことを確認した。

これまでの取り組み

県教委の再編内容

特別委員会の意見集約

当面の活動

主な活動

意見書可決

議会運営委員会
全員協議会・産業建設常任委員会（請願審査）
中部区地区懇談会
長澤区地区懇談会
小室・　下区地区懇談会
　米区地区懇談会
議会運営委員会
鰍沢北区地区懇談会
平林区地区懇談会
鰍沢中区地区懇談会
議会行政視察研修会（逗子市・焼津市）
町村議会議長会広報研修会
議会運営委員会
議会運営委員会・全員協議会
天神中條区地区懇談会
増穂商業高等学校の存続を考える特別委員会
リニア対策特別委員会
議会運営委員会・全員協議会
議会運営委員会・全員協議会
消防団第三分団詰所起工式
増穂中学校「紅葉祭」開会式
鰍沢中学校「鰍朋祭」開会式

13日
14日

21日
22日
24日
27日
28日
30日
31日

4～5日
6日
7日
17日

18日

28日
31日
1日
5日
12日

7月

8月

9月

　富士川町内で、リニアのセンター杭
の測量が始まった。
　議会では8月18日に、仙洞田地区の変
電施設およびセンター杭の位置を視察
した。
　9月11日には、町で示した側道建設に
ついて話し合いをした。今後も、リニ
ア建設に対する地域課題に取り組んで
いく。

リニアセンター杭視察
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問題1. PCBの廃棄処理量は何klか。
問題2. 平成26年度決算のひとりあたりの負担額はいくらか。
問題3. 住宅用地取得費補助金の上限額は。

《景　　品》

《応募要領》

《 宛 て 先 》

《 締 め 切り》

《当選者の発表》

抽選で3名の方に図書券千円分を差し上げます。

必要事項を記入の上、ハガキにて応募ください。

〒400-0592　富士川町天神中條1134

　　　　　富士川町議会事務局　行

平成27年11月末日（当日消印有効）

景品の発送をもって当選と代えさせていただきます。

・答え　・郵便番号　・住所　・氏名
・年齢　・電話番号　・議会だよりの感想

（1）82％　（2）273人　（3）まち・ひと・しごと
前回の答え
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常任委員会
広報 斉藤　欽也・川口　正満

深澤　公雄・小林有紀子委　　員

鮫田　洋平委　員　長 堀内　春美副委員長

　中学のころ、富士川クラフトパークに友達と何
度もカヌーを乗りに行っていたこともあり、身延
高校では、カヌー部に入りカヌーポロと言う競技
を3年間精一杯やりました。卒業後、先輩から川の
競技をしてみないかと誘われたのが、カヌーワイ
ルドウォーターを始めたきっかけです。
　今年で国体出場が12回目になり、これまでの最
高順位は3位でした。これだけ長く競技を続けられ、
今なお向上していられるのは、会社など多くの方々
の支援のおかげです。また、クラフトパークカヌー
場で仲良くなった子どもたちの応援も励みになっ
ています。子どもたちには、もっと自然の中で川
遊びやカヌーの楽しさ、未知へのチャレンジ精神
を養い経験してほしいと思います。最後にジャパ
ンカップで優勝し日本代表になること、これが今
の目標です。（長澤区在住）

富士川クラフトパークカヌークラブ
佐川　幸司（30）

　両親ともにテニスの経験があり、幼いころから
テニスに触れあう機会がありました。そのため日
ごろから家族でテニスを楽しみ、6歳より試合に出
たいという気持ちから、テニスクラブに通い始め
ました。
　小学校3年生から選手コースに進み、5年生になっ
て県の代表として、関東大会・全国大会に出場で
きるようになりました。
　昨年の長崎国体では、シングルス2として出場、
シングルスは1勝できましたが、ダブルスで負けて
しまい2回戦に進むことはできませんでした。今年
の和歌山国体では、シングルス1として出場します。
初戦の相手県は昨年と同じ大分県なので、何とし
ても勝ち上がり、昨年の雪辱を晴らしたいと思い
ます。
　小学生から選手として続けてきたジュニアとし
ての選手生活もいよいよ最後の年となります。同
時に受験生として、ますますテニスと勉強の両立
が厳しくなりますが、来年の全日本ジュニア出場
を目標に頑張っていきたいと思います。
（　米区在住）

テニス少年女子
中谷　彩（甲府南高校）

・第69回国民体育大会　長崎がんばらんば国体
　カヌー　ワイルドウォーター男子

・2015年カヌー　
　ワイルドウォータージャパンカップ

1500ｍ　4位
スプリント　3位

第2戦　2位

スポーツの成績・略歴
他の本町出場選手（わかやま国体）
・藤巻亜里菜（バドミントン）
・河西辰也（卓球）
・高島海帆（ゴルフ）
・大久保由美（公開競技　綱引き）


